
(57)【要約】

【課題】本発明は、エアフィルタと送風機ファンにそれ

ぞれ接触して、これらに付着する塵埃を自動で除去し、

エアフィルタとファンに対する掃除手間の軽減化をなし

、本体内部の清潔度の向上化を図れる空気調和機の室内

機を提供する。

【解決手段】室内空気の吸込み口４，５および熱交換空

気の吹出し口７を備えた室内機本体１と、この室内機本

体内に形成され吸込み口と吹出し口とを連通する送風路

２８と、この送風路に沿って配置される前部エアフィル

タ１１Ａと上部エアフィルタ１１Ｂ、熱交換器１０およ

び送風機２０と、送風機を構成する横流ファン３１に付

着する塵埃を除去するファン清掃機構Ｂと、ファン清掃

機構が除去した塵埃を吸入して室外へ排出する吸排気機

構Ｄとを具備する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 室 内 空 気 の 吸 込 み 口 お よ び 熱 交 換 空 気 の 吹 出 し 口 を 備 え た 室 内 機 本 体 と 、
　 こ の 室 内 機 本 体 内 に 形 成 さ れ 、 上 記 吸 込 み 口 と 吹 出 し 口 と を 連 通 す る 送 風 路 と 、
　 こ の 送 風 路 に 沿 っ て 配 置 さ れ る エ ア フ ィ ル タ 、 熱 交 換 器 お よ び 送 風 機 と 、
　 上 記 送 風 機 を 構 成 す る フ ァ ン に 付 着 す る 塵 埃 を 除 去 す る フ ァ ン 清 掃 機 構 と 、
　 こ の フ ァ ン 清 掃 機 構 が 除 去 し た 塵 埃 を 吸 入 し て 室 外 へ 排 出 す る 吸 排 気 機 構 と
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 空 気 調 和 機 の 室 内 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 室 内 空 気 の 吸 込 み 口 お よ び 熱 交 換 空 気 の 吹 出 し 口 を 備 え た 室 内 機 本 体 と 、
　 こ の 室 内 機 本 体 内 に 形 成 さ れ 、 上 記 吸 込 み 口 と 吹 出 し 口 と を 連 通 す る 送 風 路 と 、
　 こ の 送 風 路 に 沿 っ て 配 置 さ れ る エ ア フ ィ ル タ 、 熱 交 換 器 お よ び 横 流 フ ァ ン と 、
　 上 記 横 流 フ ァ ン に 接 触 し 、 横 流 フ ァ ン に 付 着 す る 塵 埃 を 、 横 流 フ ァ ン の 回 転 に と も な っ
て 除 去 す る フ ァ ン 清 掃 機 構 と 、
　 上 記 横 流 フ ァ ン 側 部 に 隣 設 さ れ 、 横 流 フ ァ ン の 側 端 面 に 対 向 し て フ ァ ン 清 掃 機 構 部 と 連
通 す る 塵 埃 導 入 口 が 形 成 さ れ 、 フ ァ ン 清 掃 機 構 が 除 去 し た 塵 埃 を 空 気 と と も に 上 記 塵 埃 導
入 口 か ら 吸 入 し て 室 外 へ 排 出 す る 吸 排 気 機 構 と
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 空 気 調 和 機 の 室 内 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 フ ァ ン 清 掃 機 構 は 、 先 端 部 が 上 記 フ ァ ン に 接 触 す る ブ ラ シ 等 の 清 掃 具 で あ り 、
　 フ ァ ン 清 掃 機 構 と 上 記 吸 排 気 機 構 は 互 い に 連 動 し て 作 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
お よ び 請 求 項 ２ の い ず れ か に 記 載 の 空 気 調 和 機 の 室 内 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 横 流 フ ァ ン は 、 軸 方 向 に 所 定 間 隔 を 存 し て 設 け ら れ る 円 板 か ら な る 両 側 端 板 お よ び
中 間 仕 切 り 板 と 、 こ れ ら 両 側 端 板 お よ び 中 間 仕 切 り 板 の 相 互 間 に 亘 っ て 架 設 さ れ る 複 数 枚
の 羽 根 を 備 え 、
　 上 記 横 流 フ ァ ン の 両 側 端 板 お よ び 中 間 仕 切 り 板 の 軸 芯 部 に 、 上 記 フ ァ ン 清 掃 機 構 が 掻 き
落 し た 塵 埃 を 案 内 す る 塵 埃 回 収 用 開 口 部 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 空 気 調
和 機 の 室 内 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 エ ア フ ィ ル タ お よ び 送 風 機 フ ァ ン に 対 す る 掃 除 機 能 と 、 こ れ ら か ら 除 去 し た
塵 埃 を 室 外 へ 排 出 す る 機 能 を 備 え た 空 気 調 和 機 の 室 内 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 的 に 多 用 さ れ る 空 気 調 和 機 の 室 内 機 は 、 い わ ゆ る 壁 掛 け 式 と 呼 ば れ て い て 、 部 屋 の
壁 面 高 所 に 取 付 け ら れ る 。 そ の た め 、 た と え ば 高 齢 者 や 女 性 に と っ て は エ ア フ ィ ル タ の 着
脱 作 業 が 困 難 を と も な い 、 エ ア フ ィ ル タ に 塵 埃 を 付 着 さ せ た ま ま に な り 易 い 。 長 期 間 放 置
す る と 、 エ ア フ ィ ル タ に 塵 埃 の 目 詰 ま り が 生 じ て 、 熱 交 換 効 率 の 低 下 を 招 い て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 時 、 エ ア フ ィ ル タ に 付 着 す る ゴ ミ を 自 動 的 に 除 去 す る 機 構 を 備 え た 空 気 調 和 機 の 室 内
機 が 提 供 さ れ る よ う に な っ た 。 し か し な が ら 、 エ ア フ ィ ル タ 清 掃 機 構 は エ ア フ ィ ル タ の 表
面 に 接 触 し て 塵 埃 を 除 去 す る の で 、 一 部 の 塵 埃 は エ ア フ ィ ル タ の 裏 面 側 に 落 ち 熱 交 換 器 に
付 着 す る 。 も し く は 、 た と え ば 粉 末 状 の 塵 埃 は エ ア フ ィ ル タ を 通 過 し て 、 熱 交 換 器 に 付 着
し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ［ 特 許 文 献 １ ］ で は 、 熱 交 換 器 の 上 部 に 洗 浄 ス プ レ ー 装 置 を 備 え 、 洗 浄 液 と す す ぎ 液 を
ス プ レ ー し て フ ィ ン の 表 面 に 付 着 し た 塵 埃 を 除 去 す る 。 さ ら に 、 飛 散 し た 水 滴 が 他 の 構 造
物 （ 送 風 機 ） に 降 り か か る こ と の な い よ う 可 動 式 の 防 滴 カ バ ー を 内 設 し 、 洗 浄 し た 液 を 露

10

20

30

40

50

(2) JP 2007-333371 A 2007.12.27



受 け 皿 に 集 め て 機 外 へ 排 出 す る 空 気 調 和 機 が 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ３ ３ ７ １ ０ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 上 述 の ［ 特 許 文 献 １ ］ の 技 術 で は 、 上 記 防 滴 カ バ ー は 洗 浄 液 等 の 液 体 を ス プ レ
ー す る 直 前 の タ イ ミ ン グ で 作 動 し 、 送 風 機 を 覆 う よ う に な っ て い る 。 換 言 す れ ば 、 液 体 ス
プ レ ー 時 に お い て 送 風 機 に 水 滴 が か か る こ と は な い が 、 防 滴 カ バ ー に 当 た っ て 跳 ね 返 っ た
細 か い 水 滴 は 霧 状 と な っ て 室 内 機 本 体 内 を 浮 遊 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 般 的 な 室 内 機 で は 、 熱 交 換 器 の 側 部 に 電 気 部 品 箱 が 並 置 さ れ て い て 、 送 風 機 等 の 電 動
部 品 や リ モ コ ン か ら 送 ら れ る 信 号 を 制 御 す る 電 気 部 品 が 収 容 さ れ て い る 。 こ れ ら 電 気 部 品
の う ち の 一 部 は 発 熱 量 が 著 し く 大 で あ る の で 、 箱 内 に 冷 却 用 空 気 を 取 入 れ て 電 気 部 品 を 冷
却 し 、 温 度 上 昇 し た 空 気 を 取 出 す 構 成 と な っ て い る た め 、 密 閉 化 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し た が っ て 、 浮 遊 す る 霧 状 水 滴 の 一 部 は 電 気 部 品 箱 内 に 侵 入 し 、 電 気 部 品 を 濡 ら し て 漏
電 事 故 が 発 生 す る 虞 れ が あ る 。 ま た 、 粉 末 状 塵 埃 は 熱 交 換 器 を 通 過 し て 送 風 機 に 至 り 、 フ
ァ ン の 回 転 に と も な っ て 発 生 す る 静 電 気 の 影 響 で 、 フ ァ ン に 付 着 し 易 い 。 そ の た め 、 フ ァ
ン に 対 す る 掃 除 が 必 要 で あ り 、 洗 浄 液 を 使 用 し な い 有 効 な 掃 除 機 構 の 開 発 が 望 ま れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に も と づ き な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 送 風 機 フ
ァ ン に 接 触 し て 、 こ れ に 付 着 す る 塵 埃 を 自 動 で 除 去 し 、 フ ァ ン に 対 す る 掃 除 手 間 の 軽 減 化
を な し 、 本 体 内 部 の 清 潔 度 の 向 上 化 を 図 れ る 空 気 調 和 機 の 室 内 機 を 提 供 し よ う と す る も の
で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 満 足 す る た め 本 発 明 の 空 気 調 和 機 の 室 内 機 は 、 室 内 機 本 体 に 室 内 空 気 の 吸 込
み 口 お よ び 熱 交 換 空 気 の 吹 出 し 口 を 備 え 、 こ の 吸 込 み 口 と 吹 出 し 口 と を 連 通 す る 送 風 路 を
備 え 、 こ の 送 風 路 に 沿 っ て エ ア フ ィ ル タ 、 熱 交 換 器 お よ び 送 風 機 を 配 置 し 、 送 風 機 を 構 成
す る フ ァ ン に 接 触 し フ ァ ン に 付 着 す る 塵 埃 を 除 去 す る フ ァ ン 清 掃 機 構 と 、 フ ァ ン 清 掃 機 構
が 除 去 し た 塵 埃 を 吸 入 し て 室 外 へ 排 出 す る 吸 排 気 機 構 と を 具 備 す る 。 　
　 さ ら に 本 発 明 の 空 気 調 和 機 の 室 内 機 は 、 室 内 機 本 体 に 室 内 空 気 の 吸 込 み 口 お よ び 熱 交 換
空 気 の 吹 出 し 口 を 備 え 、 こ の 吸 込 み 口 と 吹 出 し 口 と を 連 通 す る 送 風 路 を 備 え 、 こ の 送 風 路
に 沿 っ て エ ア フ ィ ル タ 、 熱 交 換 器 お よ び 横 流 フ ァ ン を 配 置 し 、 こ の 横 流 フ ァ ン に 接 触 し 横
流 フ ァ ン に 付 着 す る 塵 埃 を 横 流 フ ァ ン の 回 転 に と も な っ て 除 去 す る フ ァ ン 清 掃 機 構 を 備 え
、 横 流 フ ァ ン 側 部 に 隣 設 さ れ 横 流 フ ァ ン の 側 端 面 に 対 向 し て フ ァ ン 清 掃 機 構 部 分 と 連 通 す
る 塵 埃 導 入 口 が 形 成 さ れ フ ァ ン 清 掃 機 構 が 除 去 し た 塵 埃 を 空 気 と と も に 塵 埃 導 入 口 か ら 吸
入 し 室 外 へ 排 出 す る 吸 排 気 機 構 と を 具 備 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 空 気 調 和 機 の 室 内 機 に よ れ ば 、 フ ァ ン に 対 す る 掃 除 手 間 の 軽 減 化 を な し 、 本 体
内 部 の 清 潔 度 の 向 上 化 を 図 れ る 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 に お け る 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 　
　 図 １ は 空 気 調 和 機 の 室 内 機 に お け る 概 略 の 縦 断 面 図 、 図 ２ は 室 内 機 本 体 １ の 前 面 パ ネ ル
２ を 外 し て 内 部 を 見 せ た 正 面 斜 視 図 で あ る 。 （ な お 、 説 明 中 に 符 号 を 付 し て い な い 部 品 は
図 示 し て い な い 。 以 下 同 じ ） 　
　 室 内 機 本 体 １ は 、 前 面 パ ネ ル ２ と 後 板 筐 体 ３ と か ら 構 成 さ れ て い て 、 正 面 視 で 横 長 状 を
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な す 。 前 面 パ ネ ル ２ の 前 面 側 一 部 に 前 部 吸 込 み 口 ４ が 開 口 さ れ 、 開 閉 駆 動 機 構 に 支 持 さ れ
た 可 動 パ ネ ル Ｐ が 嵌 め 込 ま れ て い る 。 運 転 停 止 時 お よ び 後 述 す る エ ア フ ィ ル タ 清 掃 機 構 Ａ
と フ ァ ン 清 掃 機 構 Ｂ の 作 動 時 に は 、 可 動 パ ネ ル Ｐ は 前 面 パ ネ ル ２ と 同 一 面 と な り 前 部 吸 込
み 口 ４ を 閉 成 す る 。 ま た 、 空 調 運 転 時 に は 可 動 パ ネ ル Ｐ は 手 前 側 に 突 出 変 位 し 、 本 体 １ と
の 間 に 隙 間 を 形 成 し て 前 部 吸 込 み 口 ４ を 開 放 す る よ う 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 面 パ ネ ル ２ お よ び 後 板 筐 体 ３ の 上 部 に 亘 っ て 上 部 吸 込 み 口 ５ が 設 け ら れ る 。 上 部 吸 込
み 口 ５ に は 枠 状 の 桟 ６ が 嵌 め 込 ま れ て い て 、 こ の 桟 ６ に よ っ て 複 数 の 空 間 部 に 仕 切 ら れ て
い る 。 上 記 可 動 パ ネ ル Ｐ 下 部 に は 吹 出 し 口 ７ が 開 口 さ れ て い て 、 こ の 吹 出 し 口 ７ に は 吹 出
し ル ー バ ー ８ が 設 け ら れ る 。 上 記 吹 出 し ル ー バ ー ８ は 、 運 転 停 止 時 お よ び エ ア フ ィ ル タ 清
掃 機 構 Ａ と フ ァ ン 清 掃 機 構 Ｂ の 作 動 時 に は 上 記 吹 出 し 口 ７ を 開 閉 し 、 か つ 空 調 運 転 条 件 に
応 じ て 熱 交 換 空 気 の 吹 出 し 方 向 を 設 定 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 室 内 機 本 体 １ 内 に は 、 前 側 熱 交 換 器 部 １ ０ Ａ と 後 側 熱 交 換 器 部 １ ０ Ｂ と で 略 逆 Ｖ 字 状 に
形 成 さ れ る 熱 交 換 器 １ ０ が 配 置 さ れ る 。 前 側 熱 交 換 器 部 １ ０ Ａ は 、 前 面 パ ネ ル ２ と 間 隙 を
存 し て ほ ぼ 平 行 な 湾 曲 状 に 形 成 さ れ て 前 部 吸 込 み 口 ４ お よ び 上 部 吸 込 み 口 ５ の 一 部 と 対 向
し 、 後 側 熱 交 換 器 部 １ ０ Ｂ は 直 状 に 形 成 さ れ て 上 部 吸 込 み 口 ５ と 傾 斜 し て 対 向 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 前 側 熱 交 換 器 部 １ ０ Ａ の 下 端 部 は 前 ド レ ン パ ン ９ ａ 上 に 載 り 、 後 側 熱 交 換 器 部 １ ０
Ｂ の 下 端 部 は 後 ド レ ン パ ン ９ ｂ 上 に 載 っ て 、 そ れ ぞ れ の 熱 交 換 器 部 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ か ら 滴
下 す る ド レ ン 水 を 受 け 、 図 示 し な い 排 水 ホ ー ス を 介 し て 外 部 に 排 水 で き る よ う に な っ て い
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 方 、 前 部 吸 込 み 口 ４ と 前 側 熱 交 換 器 部 １ ０ Ａ と の 間 に は 、 前 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ａ が
取 付 け ら れ る 。 上 部 吸 込 み 口 ５ と 前 側 熱 交 換 器 部 １ ０ Ａ 一 部 お よ び 上 側 熱 交 換 器 部 １ ０ Ｂ
と の 間 に は 、 上 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ｂ が 取 付 け ら れ る 。 こ れ ら 前 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ａ と
上 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ｂ は と も に 、 従 来 の 室 内 機 の よ う に ユ ー ザ ー が 容 易 に 着 脱 で き る 構
成 と し な く て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 す な わ ち 、 前 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ａ と 上 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ｂ は 、 そ の 表 面 側 に 備 え ら
れ る 上 記 エ ア フ ィ ル タ 清 掃 機 構 Ａ に よ り 、 捕 捉 し 付 着 し て い る 塵 埃 を 自 動 的 に 除 去 さ れ る
よ う に な っ て い る 。 し た が っ て 、 前 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ａ と 上 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ｂ は 専
門 作 業 者 が メ ン テ ナ ン ス 等 、 必 要 に 応 じ て 取 外 し 可 能 な 構 成 で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 エ ア フ ィ ル タ 清 掃 機 構 Ａ は 、 長 手 方 向 の 両 側 端 部 が 前 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ａ と 上 部
エ ア フ ィ ル タ １ １ Ｂ の 幅 方 向 両 側 部 に 沿 っ て 設 け ら れ る 左 右 一 対 の メ ー ン ガ イ ド １ ２ に 支
持 さ れ 、 中 間 部 が 前 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ａ と 上 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ｂ の 中 間 部 に 設 け ら れ
る 左 右 一 対 の サ ブ ガ イ ド １ ３ に 支 持 さ れ る 。 上 記 メ ー ン ガ イ ド １ ２ お よ び サ ブ ガ イ ド １ ３
と も に 、 前 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ａ の 下 端 部 （ 吹 出 し 口 ７ の 上 端 部 で も あ る ） か ら 上 部 エ ア
フ ィ ル タ １ １ Ｂ の 後 端 部 に 亘 っ て 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 メ ー ン ガ イ ド １ ２ 表 面 に は い わ ゆ る ラ ッ ク ａ が 設 け ら れ る の に 対 し て 、 上 記 エ ア フ
ィ ル タ 清 掃 機 構 Ａ は 上 記 ラ ッ ク ａ に 噛 合 す る ピ ニ オ ン ギ ヤ を 備 え て い る 。 そ し て エ ア フ ィ
ル タ 清 掃 機 構 Ａ の 一 側 部 に は 、 上 記 ピ ニ オ ン ギ ヤ を 駆 動 す る 駆 動 機 構 を 備 え て い る の で 、
ピ ニ オ ン ギ ヤ を 回 転 駆 動 す る こ と で エ ア フ ィ ル タ 清 掃 機 構 Ａ は メ ー ン ガ イ ド １ ２ と サ ブ ガ
イ ド １ ３ に 沿 っ て 自 走 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 エ ア フ ィ ル タ 清 掃 機 構 Ａ は 、 左 右 の メ ー ン ガ イ ド に 亘 っ て 架 設 さ れ る 横 長 状 の ダ ス
ト ボ ッ ク ス １ ５ と 、 こ の ダ ス ト ボ ッ ク ス １ ５ 内 の 一 側 部 に 収 容 さ れ 、 ダ ス ト ボ ッ ク ス １ ５
の 全 長 に 亘 る 軸 方 向 長 さ の ロ ー ル ブ ラ シ １ ６ と 、 ダ ス ト ボ ッ ク ス １ ５ 内 の 他 側 部 に 形 成 さ
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れ る 塵 埃 受 け 通 路 １ ７ お よ び 、 上 記 ロ ー ル ブ ラ シ １ ６ を 回 転 駆 動 す る ブ ラ シ 駆 動 機 構 と か
ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 ロ ー ル ブ ラ シ １ ６ は 、 そ の 毛 先 が 前 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ａ と 上 部 エ ア フ ィ ル タ １ １
Ｂ に 接 触 す る よ う 支 持 さ れ る 。 し た が っ て 、 ロ ー ル ブ ラ シ １ ６ が 回 転 駆 動 さ れ る こ と で 、
前 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ａ と 上 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ｂ に 付 着 す る 塵 埃 を 除 去 し ダ ス ト ボ ッ ク
ス １ ５ 内 に 取 入 れ る こ と が で き る 。 上 記 塵 埃 受 け 通 路 １ ７ は 、 ロ ー ル ブ ラ シ １ ６ が 除 去 し
た 塵 埃 を 受 け 入 れ る 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 再 び 図 １ に 示 す よ う に 、 上 記 傘 状 に 形 成 さ れ る 熱 交 換 器 １ ０ の 前 後 側 熱 交 換 器 部 １ ０ Ａ
， １ ０ Ｂ 相 互 間 に 室 内 送 風 機 ２ ０ が 配 置 さ れ る 。 上 記 室 内 送 風 機 ２ ０ は 、 フ ァ ン モ ー タ と
、 こ の フ ァ ン モ ー タ の 回 転 軸 に 一 方 の 支 軸 が 機 械 的 に 連 結 さ れ る フ ァ ン ２ １ と か ら 構 成 さ
れ る 。 上 記 フ ァ ン ２ １ は 、 横 流 フ ァ ン （ ク ロ ス フ ロ ー フ ァ ン ） で あ っ て 、 後 述 す る 加 工 が
施 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 図 ２ の み に 示 す （ 図 １ で は 省 略 ） よ う に 、 上 記 熱 交 換 器 １ ０ の 前 側 熱 交 換 器 部 １
０ Ａ に お け る 前 面 部 で 、 前 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ａ と の 間 に は 空 気 清 浄 ユ ニ ッ ト Ｃ が 取 付 け
ら れ て い る 。 こ の 空 気 清 浄 ユ ニ ッ ト Ｃ は 前 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ａ が 捕 捉 で き な い 細 か い 塵
埃 を 集 塵 付 着 す る と と も に 、 脱 臭 作 用 も 行 う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ は 、 上 記 横 流 フ ァ ン ２ １ の 概 略 の 構 成 図 で あ る 。 　
　 上 記 横 流 フ ァ ン ２ １ は 、 軸 方 向 の 両 側 部 に 設 け ら れ る 円 板 状 の 端 板 ２ ２ と 、 こ れ ら 両 側
端 板 ２ ２ の 間 に 所 定 間 隔 を 存 し て 並 置 さ れ る 複 数 枚 の 円 板 状 の 中 間 仕 切 り 板 ２ ３ と 、 こ れ
ら 両 側 端 板 ２ ２ と 中 間 仕 切 り 板 ２ ３ の 周 端 部 に 沿 っ て 設 け ら れ る 溝 部 を 貫 通 し 、 た と え ば
接 着 等 の 手 段 を も っ て 取 付 け 固 定 さ れ る 複 数 枚 の 羽 根 ２ ４ か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 中 右 側 の 端 板 ２ ２ の 軸 芯 部 に は 孔 部 ２ ２ ａ が 設 け ら れ て い て 、 こ こ に 上 記 フ ァ ン モ ー
タ の 回 転 軸 が 挿 入 さ れ 、 か つ 固 定 さ れ る 。 図 中 左 側 の 端 板 ２ ２ の 軸 芯 部 に は 支 軸 ２ ２ ｂ が
外 方 へ 突 設 さ れ て い て 、 こ の 支 軸 ２ ２ ｂ は 横 流 フ ァ ン ２ １ 側 部 に 設 け ら れ る 軸 受 部 に 支 持
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 図 中 右 側 の 端 板 ２ ２ に は 、 上 記 孔 部 ２ ２ ａ と 周 端 部 と の 間 に 複 数 の 円 弧 状 長 孔
ｂ が 設 け ら れ 、 左 側 の 端 板 ２ ２ に は 支 軸 ２ ２ ｂ と 周 端 部 と の 間 に 複 数 の 孔 部 ｃ が 設 け ら れ
る 。 上 記 中 間 仕 切 り 板 ２ ３ に は 、 上 記 羽 根 ２ ４ の 取 付 け 部 位 を 除 く 軸 芯 部 に 円 形 の 開 口 部
ｄ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 横 流 フ ァ ン ２ １ は 回 転 駆 動 さ れ る こ と に よ っ て 周 方 向 か ら 空 気 を 吸 込 み 、 周 方 向 へ
吹 出 す こ と が で き る 。 そ の 一 方 で 、 一 方 の 端 板 ２ ２ に 設 け ら れ る 円 弧 状 長 孔 ｂ と 、 中 間 仕
切 り 板 ２ ３ に 設 け ら れ る 開 口 部 ｄ お よ び 他 方 の 端 板 ２ ２ に 設 け ら れ る 孔 部 ｃ と が 互 い に 連
通 状 態 と な っ て い る 。 す な わ ち 、 横 流 フ ァ ン ２ １ を 構 成 す る 羽 根 ２ ４ の 内 側 に 、 上 記 孔 部
ｂ 等 か ら な る 塵 埃 回 収 用 開 口 部 ２ ５ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 再 び 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 前 後 ド レ ン パ ン １ １ ａ ， １ １ ｂ の 一 部 側 壁 外 面 は 室
内 送 風 機 ２ ０ に 近 接 し た 位 置 に 設 け ら れ 、 こ れ ら で 室 内 送 風 機 ２ ０ の 横 流 フ ァ ン ２ １ に 対
す る ノ ー ズ を 構 成 し て い る 。 ノ ー ズ を 構 成 す る 前 後 ド レ ン パ ン １ １ ａ ， １ １ ｂ の 側 壁 部 分
と 吹 出 し 口 ７ の 各 辺 部 と の 間 は 、 隔 壁 部 材 ２ ６ に よ っ て 連 結 さ れ る 。 隔 壁 部 材 ２ ６ で 囲 ま
れ る 空 間 が 、 ノ ー ズ と 吹 出 し 口 ７ と を 連 通 す る 吹 出 し 送 風 路 ２ ７ と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 室 内 送 風 機 ２ ０ の 横 流 フ ァ ン ２ １ を 回 転 駆 動 す る こ と に よ り 、 前 部 吸 込 み 口 ４ お よ
び 上 部 吸 込 み 口 ５ と 、 上 記 吹 出 し 口 ７ と を 連 通 す る 送 風 路 ２ ８ が 形 成 さ れ 、 そ の 一 部 が 上
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記 吹 出 し 送 風 路 ２ ７ と な る 。 上 記 前 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ａ お よ び 上 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ｂ
と 、 熱 交 換 器 １ ０ と 、 室 内 送 風 機 ２ ０ は 、 上 記 送 風 路 ２ ８ の 上 流 側 か ら 下 流 側 に 沿 っ て 、
順 に 配 置 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 前 ド レ ン パ ン ９ ａ の ノ ー ズ 構 成 部 の 近 傍 に 、 上 記 室 内 送 風 機 ２ ０ の 横 流 フ ァ ン ２ １
を 掃 除 す る 上 記 フ ァ ン 清 掃 機 構 Ｂ が 設 け ら れ る 。 こ の フ ァ ン 清 掃 機 構 Ｂ は 、 横 流 フ ァ ン ２
１ の 軸 方 向 全 長 に 亘 っ て 対 向 配 置 さ れ る ブ ラ シ 等 の 清 掃 具 ３ ０ と 、 こ の 清 掃 具 ３ ０ を 進 退
移 動 さ せ る 進 退 駆 動 機 構 と か ら 構 成 さ れ る 。 清 掃 具 ３ ０ を 進 出 移 動 し た 状 態 で 、 ブ ラ シ の
毛 先 が 横 流 フ ァ ン ２ １ に 接 触 し 、 後 退 移 動 す る こ と で ブ ラ シ の 毛 先 が 横 流 フ ァ ン ２ １ か ら
離 間 す る よ う 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 記 熱 交 換 器 １ ０ の 一 側 部 に 電 気 部 品 箱 ２ ９ が 並 置 さ れ る 。 こ の 電 気 部 品 箱 ２ ９ 内 に は
、 リ モ コ ン か ら 送 ら れ る 信 号 や 各 種 の セ ン サ 類 か ら 送 ら れ て く る 信 号 に も と づ い て 、 室 内
送 風 機 ２ ０ 他 の 電 動 部 品 を 制 御 す る 半 導 体 部 品 お よ び 電 気 部 品 の 集 合 体 で あ る 制 御 部 Ｓ が
収 容 さ れ て い る 。 一 部 の 電 気 部 品 は 発 熱 量 が 著 し く 大 で あ る の で 、 冷 却 用 空 気 を 取 入 れ て
そ の 電 気 部 品 を 冷 却 し 、 温 度 上 昇 し た 空 気 を 取 出 す 冷 却 用 開 口 部 を 備 え て い て 、 密 閉 化 さ
れ て い な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 上 記 電 気 部 品 箱 ２ ９ と は 反 対 側 の 熱 交 換 器 １ ０ 側 部 に は 、 後 述 す る 吸 排 気 機 構 Ｄ
が 設 け ら れ て い る 。 こ の 吸 排 気 機 構 Ｄ は 上 記 室 内 送 風 機 ２ ０ を 構 成 す る 横 流 フ ァ ン ２ １ の
側 部 に 隣 設 さ れ 、 こ の 横 流 フ ァ ン ２ １ の 軸 心 の 延 長 上 に 軸 心 を 有 し て い る 。 　
　 つ ぎ に 、 上 記 吸 排 気 機 構 Ｄ に つ い て 詳 述 す る 。 　
　 図 ４ は 吸 排 気 機 構 Ｄ に 対 す る エ ア フ ィ ル タ 清 掃 機 構 Ａ と フ ァ ン 清 掃 機 構 Ｂ の 作 用 説 明 図
、 図 ５ は 吸 排 気 機 構 Ｄ と エ ア フ ィ ル タ 清 掃 機 構 Ａ 一 部 の 斜 視 図 、 図 ６ は 吸 排 気 機 構 Ｄ の 一
部 を 拡 大 し た 斜 視 図 、 図 ７ は 吸 排 気 機 構 Ｄ を 分 解 し た 斜 視 図 、 図 ８ は 吸 排 気 機 構 Ｄ の 作 用
を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 吸 排 気 機 構 Ｄ は 、 上 記 エ ア フ ィ ル タ 清 掃 機 構 Ａ お よ び 上 記 フ ァ ン 清 掃 機 構 Ｂ が 除 去
し た 塵 埃 を 室 外 へ 排 出 す る 機 能 を 備 え て い る 。 な お 説 明 す る と 、 特 に 図 ４ に 示 す よ う に 、
上 記 エ ア フ ィ ル タ 清 掃 機 構 Ａ と 吸 排 気 機 構 Ｄ の 間 に は 、 除 去 し た 塵 埃 を 案 内 す る エ ア フ ィ
ル タ 用 案 内 路 ３ ２ が 介 設 さ れ 、 上 記 フ ァ ン 清 掃 機 構 Ｂ と 吸 排 気 機 構 Ｄ と の 間 に は 、 除 去 し
た 塵 埃 を 案 内 す る フ ァ ン 用 案 内 路 ３ ３ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 エ ア フ ィ ル タ 用 案 内 路 ３ ２ お よ び フ ァ ン 用 案 内 路 ３ ３ は 、 互 い に 逆 に 開 閉 動 作 す る 開 閉
機 構 ３ ４ ， ３ ５ を 備 え て い る 。 す な わ ち 、 エ ア フ ィ ル タ 用 案 内 路 ３ ２ を 開 閉 機 構 ３ ４ が 開
放 し た と き は フ ァ ン 用 案 内 路 ３ ３ を 開 閉 機 構 ３ ５ が 閉 成 し 、 フ ァ ン 用 案 内 路 ３ ３ を 開 閉 機
構 ３ ５ が 開 放 し た と き は エ ア フ ィ ル タ 用 案 内 路 ３ ２ を 開 閉 機 構 ３ ４ が 閉 成 す る よ う 作 用 す
る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 エ ア フ ィ ル タ 用 案 内 路 ３ ２ は 、 上 記 吸 排 気 機 構 Ｄ を 構 成 す る フ ァ ン ケ ー シ ン グ ３ ６
の 周 面 一 部 に 接 続 さ れ る 。 上 記 フ ァ ン 用 案 内 路 ３ ３ は 、 上 記 吸 排 気 機 構 Ｄ に 形 成 さ れ る 塵
埃 導 入 口 ３ ７ と 対 向 し て い て 、 こ の 塵 埃 導 入 口 ３ ７ は 上 記 横 流 フ ァ ン ２ １ の 軸 受 部 と 対 向
す る 位 置 に あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 し た が っ て 、 エ ア フ ィ ル タ 用 案 内 路 ３ ２ と フ ァ ン 用 案 内 路 ３ ３ は 吸 排 気 機 構 Ｄ で 合 流 す
る 。 そ の た め 、 エ ア フ ィ ル タ 清 掃 機 構 Ａ と フ ァ ン 清 掃 機 構 Ｂ に 対 し て １ つ の 吸 排 気 機 構 Ｄ
で 対 応 で き 、 部 品 の 共 通 化 に よ る 室 内 機 本 体 １ の コ ン パ ク ト 化 と メ ン テ ナ ン ス の 簡 素 化 を
得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 吸 排 気 機 構 Ｄ は フ ァ ン ケ ー シ ン グ ３ ６ 内 に 多 翼 型 フ ァ ン か ら な る 換 気 フ ァ ン ３ ８ を 備 え
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て い る 。 換 気 フ ァ ン ３ ８ と 横 流 フ ァ ン ２ １ の 軸 芯 は 同 一 の 軸 Ｌ 上 に あ り 、 こ れ ら の 間 に 上
記 塵 埃 導 入 口 ３ ７ が 形 成 さ れ る こ と と な る 。 　
　 し か も 、 フ ァ ン 清 掃 機 構 Ｂ と 吸 排 気 機 構 Ｄ は 互 い に 連 動 す る よ う 制 御 さ れ る 。 た と え ば
、 フ ァ ン 清 掃 機 構 Ｂ の 作 動 開 始 に タ イ ミ ン グ を 合 わ せ て 吸 排 気 機 構 Ｄ を 作 動 開 始 し て も よ
く 、 フ ァ ン 清 掃 機 構 Ｂ が 作 動 を 開 始 し て 所 定 時 間 が 経 過 し た あ と で 吸 排 気 機 構 Ｄ を 作 動 さ
せ て も よ く 、 あ る い は 吸 排 気 機 構 Ｄ の 作 動 を 開 始 し て 所 定 時 間 が 経 過 し た あ と フ ァ ン 清 掃
機 構 Ｂ を 作 動 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 さ ら に 、 フ ァ ン ケ ー シ ン グ ３ ６ に は 排 気 ダ ク ト ３ ９ が 接 続 さ れ て い て 、 こ の 排 気 ダ ク ト
３ ９ は 家 屋 の 壁 Ｋ を 貫 通 し て 開 口 端 部 が 屋 外 へ 延 出 さ れ る 。 　
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 上 記 エ ア フ ィ ル タ 清 掃 機 構 Ａ を 構 成 す る ダ ス ト ボ ッ ク ス １ ５ の 一 方
の 端 部 の み 開 口 さ れ 、 排 出 ボ ッ ク ス ４ ０ で カ バ ー さ れ る 。 こ の 排 出 ボ ッ ク ス ４ ０ と 上 記 吸
排 気 機 構 Ｄ の 上 記 フ ァ ン ケ ー シ ン グ ３ ６ は 接 続 ホ ー ス ４ １ で 連 通 さ れ て い て 、 こ の 接 続 ホ
ー ス ４ １ が 上 記 エ ア フ ィ ル タ 用 案 内 路 ３ ２ の 一 部 を 形 成 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 記 接 続 ホ ー ス ４ １ は 全 体 的 に 緩 や か な 曲 線 を な す よ う 曲 成 さ れ て い て 、 内 部 を 導 通 す
る 塵 埃 が 途 中 で 詰 ま ら な い よ う に 配 慮 さ れ て い る 。 そ し て 、 エ ア フ ィ ル タ 清 掃 機 構 Ａ の 作
動 時 に お い て ダ ス ト ボ ッ ク ス １ ５ の 移 動 お よ び 変 位 位 置 の 影 響 を 受 け る こ と の な い 充 分 な
長 さ を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 記 吸 排 気 機 構 Ｄ を 構 成 す る フ ァ ン ケ ー シ ン グ ３ ６ は ス ク ロ ー ル 状 に 形 成 さ れ 、 周 面 一
部 に 上 記 接 続 ホ ー ス ４ １ が 接 続 さ れ る 口 体 を 備 え た 塵 埃 案 内 用 ケ ー ス ４ ２ が 設 け ら れ る 。
し た が っ て 、 塵 埃 案 内 用 ケ ー ス ４ ２ と 上 記 接 続 ホ ー ス ４ １ で エ ア フ ィ ル タ 用 案 内 路 ３ ２ が
形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 こ の 塵 埃 案 内 用 ケ ー ス ４ ２ の 一 部 は ダ ン パ ケ ー ス ４ ３ と し て 突 設 さ
れ 、 こ の ダ ン パ ケ ー ス ４ ３ 内 に エ ア フ ィ ル タ 用 案 内 路 ３ ２ の 上 記 開 閉 機 構 ３ ４ で あ る 風 力
ダ ン パ が 設 け ら れ る 。 　
　 上 記 風 力 ダ ン パ ３ ４ は 、 側 面 視 で 略 へ の 字 状 に 折 曲 さ れ る 板 片 か ら な っ て い て 、 上 記 ダ
ン パ ケ ー ス ４ ３ は 風 力 ダ ン パ ３ ４ の 形 状 に 合 致 す る よ う 突 出 形 成 さ れ る 。 風 力 ダ ン パ ３ ４
の 一 端 は 支 軸 を 介 し て 塵 埃 案 内 用 ケ ー ス ４ ２ に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ 、 風 力 ダ ン パ ３ ４ の 他
端 は 重 力 で 垂 れ 下 が っ て 塵 埃 案 内 用 ケ ー ス ４ ２ 内 を 遮 断 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 接 続 ホ ー ス ４ １ に 所 定 圧 以 上 の 風 圧 （ 負 圧 ） が 加 わ る と 、 風 力 ダ ン パ ３ ４ の 自 由 端 は 風
圧 で 上 方 に 押 さ れ 、 エ ア フ ィ ル タ 用 案 内 路 ３ ２ を 開 放 す る 。 こ の 状 態 か ら 所 定 圧 以 上 の 風
圧 が 無 く な れ ば 、 も し く は 正 圧 が 加 わ れ ば 、 風 力 ダ ン パ ３ ４ は エ ア フ ィ ル タ 用 案 内 路 ３ ２
を 遮 断 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ７ お よ び 図 ８ に 示 す よ う に 、 上 記 吸 排 気 機 構 Ｄ は 、 一 側 部 に ユ ニ ッ ト ベ ー ス ４ ５ が 設
け ら れ 、 他 側 部 に 上 記 フ ァ ン ケ ー シ ン グ ３ ６ を 有 す る 送 風 機 構 ５ ０ が 設 け ら れ る と と も に
、 ユ ニ ッ ト ベ ー ス ４ ５ と 送 風 機 構 ５ ０ と の 間 に は 、 上 記 フ ァ ン 用 案 内 路 ３ ３ の 開 閉 機 構 ３
５ で あ る 換 気 ダ ン パ お よ び ダ ン パ 駆 動 機 構 ５ ５ が 介 設 さ れ る 。 （ な お 、 こ こ で は 上 記 塵 埃
案 内 用 ケ ー ス ４ ２ に つ い て は 省 略 し て い る ）
　 上 記 ユ ニ ッ ト ベ ー ス ４ ５ の 上 部 は 、 熱 交 換 器 １ ０ を 構 成 す る 前 側 熱 交 換 器 部 １ ０ Ａ と 後
側 熱 交 換 器 部 １ ０ Ｂ の 組 合 せ 形 状 と 合 致 し 、 か つ 熱 交 換 器 １ ０ の 側 端 部 が 載 る 。 ユ ニ ッ ト
ベ ー ス ４ ５ の 略 中 央 部 に は 周 縁 に 沿 っ て リ ブ ｆ が 突 設 さ れ る 取 付 け 用 開 口 部 ４ ６ が 設 け ら
れ る 。 こ の 取 付 け 用 開 口 部 ４ ６ の 略 半 周 に 沿 い 、 互 い に 所 定 間 隔 を 存 し て 複 数 の 全 閉 用 片
部 ４ ７ が 設 け ら れ 、 一 部 の 全 閉 用 片 部 ４ ７ 相 互 間 に は ２ 次 用 換 気 口 ４ ８ が 開 口 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 上 記 取 付 け 用 開 口 部 ４ ６ に 軸 受 具 ４ ９ が 嵌 着 固 定 さ れ 、 上 記 室 内 送 風 機 ２ ０ を 構 成 す る
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横 流 フ ァ ン ２ １ の 支 軸 ２ ２ ｂ を 軸 支 し て い る 。 内 面 側 に 突 設 さ れ る ２ 本 の ス テ ー ｇ に ダ ン
パ 駆 動 機 構 ５ ５ を 構 成 す る 小 ギ ヤ ５ ６ が 回 転 自 在 に 嵌 着 さ れ る 。 他 の ス テ ー ｈ の 端 面 ね じ
孔 に 、 送 風 機 構 ５ ０ を 取 付 け 固 定 す る 取 付 け ね じ ５ １ が 螺 挿 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ユ ニ ッ ト ベ ー ス ４ ５ に は ， ダ ン パ 駆 動 機 構 ５ ５ を 構 成 す る 駆 動 用 モ ー タ ５ ７ が 取 付 け 固
定 さ れ 、 さ ら に 駆 動 用 モ ー タ ５ ７ の 回 転 軸 に 連 結 す る 駆 動 ギ ヤ ５ ８ が 回 転 自 在 に 支 持 さ れ
る 受 部 ５ ９ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 記 換 気 ダ ン パ ３ ５ の 中 心 部 に 設 け ら れ る 孔 部 ６ ０ が 、 上 記 取 付 け 用 開 口 部 ４ ６ 周 面 に
沿 っ て 形 成 さ れ る リ ブ ｆ に 回 転 自 在 に 嵌 め 込 ま れ る 。 換 気 ダ ン パ ３ ５ は 、 孔 部 ６ ０ か ら 径
方 向 に 沿 っ て 断 面 略 皿 状 に 形 成 さ れ 、 円 形 状 の 外 周 縁 に 沿 っ て ギ ヤ 部 Ｇ が 設 け ら れ る 。 こ
の ギ ヤ 部 Ｇ に は 、 ダ ン パ 駆 動 機 構 ５ ５ を 構 成 す る ２ 個 の 小 ギ ヤ ５ ６ と 駆 動 ギ ヤ ５ ８ が 噛 合
す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 記 換 気 ダ ン パ ３ ５ に お け る 孔 部 ６ ０ と 外 周 の ギ ヤ 部 Ｇ と の 間 で 、 周 方 向 の 一 部 に は 複
数 の 案 内 用 換 気 口 ６ ２ が 設 け ら れ る 。 こ れ ら 案 内 用 換 気 口 ６ ２ は 、 ユ ニ ッ ト ベ ー ス ４ ５ の
上 記 ２ 次 用 換 気 口 ４ ８ と 全 く 同 一 の 開 口 寸 法 形 状 を な し 、 案 内 用 換 気 口 ６ ２ 相 互 間 隔 は 、
上 記 全 閉 用 片 部 ４ ７ 相 互 間 隔 と 同 一 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 上 記 換 気 ダ ン パ ３ ５ は リ ブ ｆ に 嵌 め 込 ま れ た 状 態 で 、 ユ ニ ッ ト ベ ー ス ４ ５ 内 面 と 間 隙 を
存 し 、 か つ 換 気 ダ ン パ ３ ５ の 一 側 面 は 全 閉 用 片 部 ４ ７ 端 縁 に 常 に 摺 接 状 態 に あ る 。 し た が
っ て 、 換 気 ダ ン パ ３ ５ の 案 内 用 換 気 口 ６ ２ が ２ 次 用 換 気 口 ４ ８ と 対 向 し て い る 状 態 を 除 い
て 、 各 ２ 次 用 換 気 口 ４ ８ は 換 気 ダ ン パ ３ ５ に よ っ て 閉 塞 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 上 記 送 風 機 構 ５ ０ は 、 換 気 ダ ン パ ３ ５ 側 の 側 面 に 対 し て 開 口 す る 吸 気 口 ６ ３ を 備 え 、 周
端 部 に 排 気 口 体 ６ ４ が 突 設 さ れ る 上 記 フ ァ ン ケ ー シ ン グ ３ ６ と 、 こ の フ ァ ン ケ ー シ ン グ ３
６ の 吸 気 口 ６ ３ 対 向 面 に 取 付 け ら れ る フ ァ ン モ ー タ ６ ５ と 、 こ の フ ァ ン モ ー タ ６ ５ の 回 転
軸 に 取 付 け ら れ る 上 記 換 気 フ ァ ン ３ ８ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 上 記 換 気 フ ァ ン ３ ８ は 、 回 転 に と も な っ て 軸 心 方 向 か ら 空 気 を 吸 込 ん で 周 方 向 へ 送 風 す
る 、 い わ ゆ る 遠 心 フ ァ ン タ イ プ （ 多 翼 型 ） で あ る 。 実 際 に は 、 フ ァ ン ケ ー シ ン グ ３ ６ の 吸
気 口 ６ ３ か ら 空 気 を 吸 込 ん で 排 気 口 体 ６ ４ へ 送 風 す る 作 用 を な す 。 上 記 排 気 口 体 ６ ４ に は
先 に 図 ４ で 示 し た 排 気 ダ ク ト ３ ９ が 接 続 さ れ て い て 、 こ の 排 気 ダ ク ト ３ ９ は 壁 Ｋ を 貫 通 し
て 屋 外 へ 延 出 さ れ る こ と は 上 述 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の よ う に し て 構 成 さ れ る 空 気 調 和 機 の 室 内 機 で あ っ て 、 リ モ コ ン の 運 転 ス イ ッ チ を オ
ン に 切 換 え る と 、 可 動 パ ネ ル Ｐ が 前 部 吸 込 み 口 ４ を 開 放 し 、 冷 房 運 転 と 暖 房 運 転 の 指 定 に
応 じ て 吹 出 し 口 ７ に 備 え ら れ る 吹 出 し ル ー バ ー ８ が 回 動 し て 風 向 姿 勢 が 設 定 さ れ る 。 同 時
に 、 室 内 送 風 機 ２ ０ が 送 風 作 用 を な す 一 方 で 、 室 外 機 の 圧 縮 機 が 駆 動 さ れ 冷 凍 サ イ ク ル 運
転 が 開 始 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 室 内 空 気 は 、 前 部 吸 込 み 口 ４ と 上 部 吸 込 み 口 ５ と か ら 室 内 機 本 体 １ 内 に 形 成 さ れ る 送 風
路 ２ ８ に 沿 っ て 導 か れ る 。 す な わ ち 、 室 内 空 気 は 前 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ａ お よ び 上 部 エ ア
フ ィ ル タ １ １ Ｂ を 通 過 し 、 室 内 空 気 中 に 含 ま れ る 塵 埃 が 捕 捉 さ れ る 。 さ ら に 、 空 気 清 浄 ユ
ニ ッ ト Ｃ を 流 通 し て 清 浄 化 し た 室 内 空 気 は 熱 交 換 器 １ ０ に 導 か れ て 熱 交 換 作 用 が 行 わ れ る
。 こ の 熱 交 換 空 気 は 吹 出 し 送 風 路 ２ ７ か ら 吹 出 し 口 ７ に 導 か れ 、 吹 出 し ル ー バ ー ８ に 案 内
さ れ て 室 内 へ 吹 出 さ れ 、 効 率 の よ い 空 調 運 転 を 継 続 で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 上 記 空 調 運 転 を 長 期 間 継 続 す る と 、 必 然 的 に 前 、 上 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ａ ， １ １ Ｂ に 室
内 空 気 か ら 捕 捉 し た 塵 埃 が 堆 積 す る と と も に 、 各 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ａ ， １ １ Ｂ と 熱 交 換 器
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１ ０ を 通 過 し た 塵 埃 が 室 内 送 風 機 ２ ０ を 構 成 す る 横 流 フ ァ ン ２ １ に 静 電 気 の 影 響 で 付 着 す
る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 そ こ で 制 御 部 Ｓ は 、 空 調 運 転 の 終 了 の 都 度 、 も し く は 所 定 の 空 調 運 転 累 積 時 間 の 経 過 後
に 、 上 記 エ ア フ ィ ル タ 清 掃 機 構 Ａ と フ ァ ン 清 掃 機 構 Ｂ に 作 動 開 始 信 号 を 送 る 。 も し く は 、
ユ ー ザ ー が 任 意 で リ モ コ ン の 掃 除 ス イ ッ チ を 押 す こ と で 、 制 御 部 Ｓ か ら 各 清 掃 機 構 Ａ ， Ｂ
へ 作 動 開 始 信 号 を 送 れ る よ う に 設 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 上 記 制 御 部 Ｓ は 、 可 動 パ ネ ル Ｐ の 駆 動 機 構 へ 信 号 を 送 っ て 前 部 吸 込 み 口 ４ を 閉 成 す る と
と も に 、 吹 出 し ル ー バ ー ８ の 駆 動 機 構 へ 信 号 を 送 っ て 吹 出 し 口 ７ を 閉 成 す る 。 す な わ ち 、
予 め 室 内 機 本 体 １ を 略 密 閉 構 造 化 し て 収 集 し た 塵 埃 が 漏 れ る の を 可 能 な 限 り 防 御 す る 。 こ
れ ら の 閉 成 完 了 後 の タ イ ミ ン グ を と っ て 、 は じ め に エ ア フ ィ ル タ 清 掃 機 構 Ａ へ 作 動 開 始 信
号 が 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 運 転 停 止 時 は 勿 論 の こ と 空 調 運 転 時 に お い て も 、 エ ア フ ィ ル タ 清 掃 機 構 Ａ を 構 成 す る ダ
ス ト ボ ッ ク ス １ ５ は 図 １ に 示 す よ う に 前 部 吸 込 み 口 ４ 上 端 と 上 部 吸 込 み 口 ５ 前 端 と 間 の 前
面 パ ネ ル ２ 部 位 と 対 向 す る 位 置 に あ る の で 、 特 に 空 調 運 転 中 に お い て 前 部 吸 込 み 口 ４ と 上
部 吸 込 み 口 ５ か ら 本 体 １ 内 に 吸 込 ま れ る 室 内 空 気 の 流 通 障 害 と な ら な い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 エ ア フ ィ ル タ 清 掃 機 構 Ａ に 作 動 開 始 信 号 が 送 ら れ る と 、 ピ ニ オ ン ギ ヤ が 駆 動 さ れ て ダ ス
ト ボ ッ ク ス １ ５ は メ ー ン ガ イ ド １ ２ と サ ブ ガ イ ド １ ３ に 案 内 さ れ 、 前 部 エ ア フ ィ ル タ １ １
Ａ の 前 面 側 に 沿 っ て 移 動 す る 。 同 時 に 、 ブ ラ シ 駆 動 機 構 が ダ ス ト ボ ッ ク ス １ ５ 内 の ロ ー ル
ブ ラ シ １ ６ を 回 転 駆 動 し て 、 そ の 毛 先 が 前 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ａ に 接 触 す る 。 前 部 エ ア フ
ィ ル タ １ １ Ａ に 付 着 し て い る 塵 埃 は ロ ー ル ブ ラ シ １ ６ に よ っ て 掻 き 落 さ れ 、 か つ ダ ス ト ボ
ッ ク ス １ ５ 内 の 塵 埃 受 け 通 路 １ ７ に 受 け 入 れ ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 上 記 ダ ス ト ボ ッ ク ス １ ５ が 前 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ａ の 上 端 か ら 下 端 に 亘 っ て 移 動 し た ら
、 今 度 は 下 端 か ら 上 端 へ 向 っ て 移 動 し 、 前 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ａ に 残 っ て い る 塵 埃 を 除 去
す る 。 そ の 後 、 出 す と ボ ッ ク ス １ ５ は 上 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ｂ の 前 端 か ら 後 端 に 亘 っ て 移
動 し て 付 着 し て い る 塵 埃 を 除 去 し 、 再 び 上 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ｂ の 前 端 位 置 に 戻 っ て 塵 埃
を 除 去 し て か ら 、 清 掃 作 用 を 停 止 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 前 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ａ と 上 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ｂ と も に ２ 度 ず つ 塵 埃 の 除 去 作 業 が な
さ れ 、 清 掃 効 果 が 完 璧 と な る 。 ダ ス ト ボ ッ ク ス １ ５ の 塵 埃 受 け 通 路 １ ７ に は 各 エ ア フ ィ ル
タ １ １ Ａ ， １ １ Ｂ か ら 除 去 し た 塵 埃 が 収 集 さ れ て い る の で 、 制 御 部 Ｓ は エ ア フ ィ ル タ 清 掃
機 構 Ａ へ 作 業 終 了 信 号 を 送 っ た あ と 、 吸 排 気 機 構 Ｄ へ 作 動 信 号 を 送 り 、 収 集 さ れ た 塵 埃 を
屋 外 へ 排 出 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 上 記 吸 排 気 機 構 Ｄ は 、 「 ２ 次 側 空 気 換 気 モ ー ド 」 と 、 「 １ 次 側 空 気 換 気 モ ー ド 」 お よ び
「 ダ ン パ 全 閉 モ ー ド 」 の ３ 種 類 の モ ー ド に 切 換 え ら れ る よ う に な っ て い る 。 な お 、 ２ 次 側
、 １ 次 側 の 呼 称 は 、 こ こ で は 上 記 熱 交 換 器 １ ０ を 基 準 と し て い て 、 ２ 次 側 空 気 は 熱 交 換 器
１ ０ を 流 通 し た あ と の 空 気 を 言 い 、 １ 次 側 空 気 は 熱 交 換 器 １ ０ に 流 通 す る 以 前 の 空 気 を 言
う 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 上 記 制 御 部 Ｓ は 、 吸 排 気 機 構 Ｄ を 作 動 す る 際 に 、 「 ダ ン パ 全 閉 モ ー ド 」 を 選 択 す る 。 換
気 ダ ン パ ３ ５ が 回 動 さ れ 、 案 内 用 換 気 口 ６ ２ が ユ ニ ッ ト ベ ー ス ４ ５ の 全 閉 用 片 部 ４ ７ と リ
ブ ｆ に よ っ て 囲 ま れ て 完 全 閉 成 状 態 に な る 。 ま た 、 ユ ニ ッ ト ベ ー ス ４ ５ の ２ 次 用 換 気 口 ４
８ が 換 気 ダ ン パ ３ ５ 面 に よ っ て 完 全 閉 成 さ れ 、 フ ァ ン ケ ー シ ン グ ３ ６ の 吸 気 口 ６ ３ が 閉 塞
さ れ る 。 す な わ ち 、 開 閉 機 構 で あ る 換 気 ダ ン パ ３ ５ は 塵 埃 導 入 口 ３ ７ を 閉 成 し 、 し た が っ
て フ ァ ン 用 案 内 路 ３ ３ が 閉 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ６ １ 】
　 つ い で 、 送 風 機 構 ５ ０ が 作 用 し て 換 気 フ ァ ン ３ ８ が 回 転 駆 動 さ れ る と 、 フ ァ ン ケ ー シ ン
グ ３ ６ 内 が 負 圧 状 態 と な る 。 こ の 影 響 で ダ ン パ ケ ー ス ４ ３ 内 も 負 圧 状 態 と な り 、 開 閉 機 構
で あ る 風 力 ダ ン パ ３ ４ は エ ア フ ィ ル タ 用 案 内 路 ３ ２ を 開 放 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 エ ア フ ィ ル タ 用 案 内 路 ３ ２ を 介 し て ダ ス ト ボ ッ ク ス １ ５ 内 の 塵 埃 受 け 通 路 １ ７ に も 負 圧
が か か る こ と に な り 、 こ こ に 収 集 さ れ て い た 塵 埃 が エ ア フ ィ ル タ 用 案 内 路 ３ ２ か ら フ ァ ン
ケ ー シ ン グ ３ ６ 内 に 導 か れ 、 さ ら に 排 気 ダ ク ト ３ ９ を 介 し て 屋 外 へ 排 出 さ れ る 。 換 気 ダ ン
パ ３ ５ が フ ァ ン 用 案 内 路 ３ ３ を 閉 成 す る と 、 風 力 ダ ン パ ３ ４ は エ ア フ ィ ル タ 用 案 内 路 ３ ２
を 開 放 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 エ ア フ ィ ル タ 清 掃 機 構 Ａ が 収 集 し た 塵 埃 を 屋 外 へ 排 出 し た あ と 、 制 御 部 Ｓ は フ ァ ン 清 掃
機 構 Ｂ へ 作 業 開 始 信 号 を 送 る と と も に 、 吸 排 気 機 構 Ｄ へ は 「 ２ 次 側 空 気 換 気 モ ー ド 」 へ の
切 換 え 信 号 を 送 る 。 フ ァ ン 清 掃 機 構 Ｂ を 構 成 す る 進 退 駆 動 機 構 は 、 清 掃 具 ３ ０ を 進 出 移 動
さ せ て ブ ラ シ の 毛 先 を 横 流 フ ァ ン ３ １ に 接 触 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 そ の う え で 、 制 御 部 Ｓ は 横 流 フ ァ ン ３ １ を 低 速 運 転 さ せ る 。 す な わ ち 、 空 調 運 転 中 は 横
流 フ ァ ン ３ １ を 正 回 転 駆 動 し 、 フ ァ ン 清 掃 機 構 Ｂ の 作 動 中 は 横 流 フ ァ ン ３ １ を 逆 回 転 駆 動
す る 、 も し く は 正 回 転 駆 動 と 逆 回 転 駆 動 を 繰 り 返 す よ う 制 御 す る 。 　
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 横 流 フ ァ ン ３ １ の 回 転 に と も な っ て ブ ラ シ 清 掃 具 ３ ０ の 毛 先 が 摺 接
し 、 横 流 フ ァ ン ３ １ に 付 着 し て い た 塵 埃 が 除 去 さ れ る 。 同 時 に 、 吸 排 気 機 構 Ｄ に お け る ダ
ン パ 駆 動 機 構 ５ ５ が 作 動 し て 換 気 ダ ン パ ３ ５ を 回 動 さ せ 、 換 気 ダ ン パ ３ ５ の 案 内 用 換 気 口
６ ２ と ユ ニ ッ ト ベ ー ス ４ ５ の ２ 次 用 換 気 口 ４ ８ が 対 向 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 す な わ ち 、 吸 排 気 機 構 Ｄ の 塵 埃 導 入 口 ３ ７ が 開 放 さ れ 、 か つ 塵 埃 導 入 口 ３ ７ と 横 流 フ ァ
ン ３ １ の 塵 埃 回 収 用 開 口 部 ２ ５ と が 、 ユ ニ ッ ト ベ ー ス ４ ５ と 横 流 フ ァ ン ３ １ の 端 板 ２ ２ と
の 間 隙 で あ る フ ァ ン 用 案 内 路 ３ ３ を 介 し て 対 向 す る こ と に な る 。 　
　 上 記 横 流 フ ァ ン ３ １ の 低 速 回 転 に よ り 常 時 開 放 し て い る 上 部 吸 込 み 口 ５ か ら 室 内 空 気 が
室 内 機 本 体 １ 内 に 吸 込 ま れ 、 熱 交 換 器 １ ０ を 流 通 す る 。 そ し て 、 熱 交 換 器 １ ０ か ら 流 出 し
た ２ 次 側 空 気 は 換 気 フ ァ ン ３ ８ の 作 動 に よ り 、 ２ 次 用 換 気 口 ４ ８ と 案 内 用 換 気 口 ６ ２ お よ
び 吸 気 口 ６ ３ を 介 し て 吸 排 気 機 構 Ｄ 内 に 吸 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 同 時 に 、 塵 埃 導 入 口 ３ ７ か ら フ ァ ン 用 案 内 路 ３ ３ を 介 し て 横 流 フ ァ ン ３ １ の 塵 埃 回 収 用
開 口 部 ２ ５ に 負 圧 が か か る 。 横 流 フ ァ ン ３ １ か ら 掻 き 落 さ れ た 塵 埃 は 塵 埃 回 収 用 開 口 部 ２
５ か ら フ ァ ン 用 案 内 路 ３ ３ に 導 か れ 、 塵 埃 導 入 口 ３ ７ に お い て ２ 次 側 空 気 と 合 流 し て 吸 排
気 機 構 Ｄ 内 に 導 入 さ れ る 。 そ し て 、 ２ 次 側 空 気 と と も に 塵 埃 は 排 気 ダ ク ト ３ ９ を 介 し て 屋
外 へ 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ の よ う に し て 、 換 気 ダ ン パ ３ ５ が フ ァ ン 用 案 内 路 ３ ３ を 開 放 す る と 、 風 力 ダ ン パ ３ ４
は エ ア フ ィ ル タ 用 案 内 路 ３ ２ を 閉 成 す る 。 上 記 フ ァ ン 用 案 内 路 ３ ３ は 、 横 流 フ ァ ン ３ １ 側
端 端 部 と ユ ニ ッ ト ベ ー ス ４ ５ と の 間 隙 か ら 形 成 さ れ 、 エ ア フ ィ ル タ 用 案 内 路 ３ ２ の よ う な
接 続 ホ ー ス ４ １ は 存 在 し な い が 、 距 離 が 短 く 、 か つ 塵 埃 回 収 用 開 口 部 ２ ５ に 対 す る 負 圧 が
大 で あ る の で 、 塵 埃 の 屋 外 排 出 は 無 理 な く 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ま た 、 吸 排 気 機 構 Ｄ は 「 １ 次 側 空 気 換 気 モ ー ド 」 も 選 択 で き る 。 こ の と き は 、 換 気 ダ ン
パ ３ ５ の 案 内 用 換 気 口 ６ ２ の 位 置 を ユ ニ ッ ト ベ ー ス ４ ５ の ２ 次 用 換 気 口 ４ ８ の 位 置 か ら ず
ら し 、 ダ ン パ ３ ５ 面 を ユ ニ ッ ト ベ ー ス ４ ５ の 全 閉 用 片 部 ４ ７ 端 縁 に 接 触 さ せ 、 ２ 次 用 換 気
口 ４ ８ を 換 気 ダ ン パ ３ ５ で 閉 成 す る 。 し た が っ て 、 送 風 機 構 ５ ０ 周 面 と ユ ニ ッ ト ベ ー ス ４
５ 内 面 と は 間 隙 が 形 成 さ れ 、 案 内 用 換 気 口 ６ ２ は 上 記 間 隙 と 連 通 し て １ 次 側 空 気 が 導 か れ
る 。
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【 ０ ０ ６ ９ 】
　 た だ し 、 上 記 塵 埃 導 入 口 ３ ７ を 構 成 す る ２ 次 用 換 気 口 ４ ８ が 閉 成 さ れ る の で 、 換 気 フ ァ
ン ３ ８ を 駆 動 し て も 横 流 フ ァ ン ３ １ の 塵 埃 回 収 用 開 口 部 ２ ５ に 対 し て 負 圧 を か け 難 く 、 吸
排 気 機 構 Ｄ 内 に 塵 埃 を 吸 込 み 難 く な る 。 し た が っ て 、 吸 排 気 機 構 Ｄ が 「 １ 次 側 空 気 換 気 モ
ー ド 」 を 選 択 し た 際 に は 、 フ ァ ン 清 掃 機 構 Ｂ は 連 動 し な い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 な お 、 「 ２ 次 側 空 気 換 気 モ ー ド 」 と 「 １ 次 側 空 気 換 気 モ ー ド 」 に お い て 、 送 風 機 構 ５ ０
を 構 成 す る フ ァ ン ケ ー シ ン グ ３ ６ か ら 上 記 ダ ン パ ケ ー ス ４ ３ に 対 し て 送 風 圧 が か か る の で
、 ダ ン パ ケ ー ス ４ ３ に 設 け ら れ る 風 力 ダ ン パ ３ ４ が 接 続 ホ ー ス ４ １ 側 へ の 気 流 の 流 れ を 防
止 す る 。 し た が っ て 、 接 続 ホ ー ス ４ １ か ら ダ ス ト ボ ッ ク ス １ ５ へ の 気 流 の 逆 流 が な い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 に お い て は 、 前 、 上 部 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ａ ， １ １ Ｂ と 室 内 送 風 機 ２ ０
の 横 流 フ ァ ン ２ １ に そ れ ぞ れ 接 触 し て 、 こ れ ら に 付 着 す る 塵 埃 を 自 動 で 除 去 す る の で 、 洗
浄 液 を 用 い る 必 要 が な い 。 各 エ ア フ ィ ル タ １ １ Ａ ， １ １ Ｂ と フ ァ ン ２ １ に 対 す る 掃 除 手 間
が 軽 減 化 し て 、 室 内 機 本 体 １ 内 部 の 清 潔 度 の 向 上 化 を 図 れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 本 発 明 は 上 述 し た 実 施 の 形 態 そ の ま ま に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 施 段 階 で は そ の 要
旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 構 成 要 素 を 変 形 し て 具 体 化 で き る 。 そ し て 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に
開 示 さ れ て い る 複 数 の 構 成 要 素 の 適 宜 な 組 合 せ に よ り 種 々 の 発 明 を 形 成 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に お け る 一 実 施 の 形 態 に 係 る 、 空 気 調 和 機 室 内 機 の 概 略 断 面 図 。
【 図 ２ 】 同 実 施 の 形 態 に 係 る 、 室 内 機 本 体 内 部 の 正 面 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 同 実 施 の 形 態 に 係 る 、 横 流 フ ァ ン の 概 略 の 構 成 図 。
【 図 ４ 】 同 実 施 の 形 態 に 係 る 、 エ ア フ ィ ル タ 清 掃 機 構 と フ ァ ン 清 掃 機 構 の 作 用 時 に お け る
塵 埃 の 流 れ を 説 明 す る 図 。
【 図 ５ 】 同 実 施 の 形 態 に 係 る 、 エ ア フ ィ ル タ 清 掃 機 構 の 一 部 と 吸 排 気 機 構 の 外 観 斜 視 図 。
【 図 ６ 】 同 実 施 の 形 態 に 係 る 、 吸 排 気 機 構 の 一 部 を 拡 大 し た 斜 視 図 。
【 図 ７ 】 同 実 施 の 形 態 に 係 る 、 吸 排 気 機 構 の 構 成 部 品 を 分 解 し た 斜 視 図 。
【 図 ８ 】 同 実 施 の 形 態 に 係 る 、 吸 排 気 機 構 の 作 用 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ４ ， ５ … （ 前 部 、 上 部 ） 吸 込 み 口 、 ７ … 吹 出 し 口 、 １ … 室 内 機 本 体 、 ２ ８ … 送 風 路 、 １
１ Ａ … 前 部 エ ア フ ィ ル タ 、 １ １ Ｂ … 上 部 エ ア フ ィ ル タ 、 １ ０ … 熱 交 換 器 、 ２ ０ … 送 風 機 、
Ａ … エ ア フ ィ ル タ 清 掃 機 構 、 Ｂ … フ ァ ン 清 掃 機 構 、 Ｄ … 吸 排 気 機 構 、 ３ ７ … 塵 埃 導 入 口 、
３ ０ … 清 掃 具 （ 回 転 ブ ラ シ ） 、 ２ ２ … 端 板 、 ２ ３ … 中 間 仕 切 り 板 、 ２ ４ … 羽 根 、 ２ １ … 横
流 フ ァ ン 、 ２ ５ … 塵 埃 回 収 用 開 口 部 。
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